
2022年 緩和ケア部門報告

2022年11月10日
鹿児島県がん診療連携協議会

鹿児島大学病院 緩和ケアセンター

１．地域包括緩和ケアシステムの構築に向けて

・2022年第1回4部門合同研修会報告

・2022年第1回緩和ケア部門会報告

２．アドバンス・ケア・プランニング（ACP）
推進に向けて



【2022年度第1回 4部門合同研修会・緩和ケア部門会開催】
～地域包括緩和ケアシステムの構築に向けて～

【開催日時】2022年7月30日13:30～15:30、15:40～16:40
【参加者数】4部門合同研修会：31施設137名

緩和ケア部門会：29施設97名
【内 容】

講演１：「地域包括ケアと緩和ケアの統合」
講師：筑波大学医学部医療系 緩和医療学 教授 木澤義之先生

講演２：「実践！鹿児島医療圏における緩和ケアの地域連携
～価値を共有し地域で支援する～」

講師：社会医療法人博愛会 相良病院 顧問 江口惠子先生

報告１：「がんかかりつけ施設としての関わり」
報告者：医療法人健幸会 天辰病院 院長 天辰仁彦先生

報告２：「がん緩和地域連携における在宅医の悩み」
報告者：医療法人浜友会 きいれ浜田クリニック 院長 濵田努先生

報告３：「地域における緩和ケア連携の実際と課題」
報告者：在宅看護センターNicolor 緩和ケア認定看護師 吉本理加先生

質疑応答・意見交換



「地域包括ケアと緩和ケアの統合」
筑波大学医学部医療系 緩和医療学 教授 木澤 義之先生

2022年第1回4部門合同研修会 木澤義之先生資料より転載



2022年第1回4部門合同研修会 木澤義之先生資料より転載



2022年第1回4部門合同研修会 木澤義之先生資料より転載

専門的緩和ケアと地域包括
ケアの連携を図り統合する
ために地域緩和ケア連携調
整員の育成と活動が必要！

地域緩和ケア連携調整員とは、
●「がん治療病院」と「在宅医療等の地域医療を担う関係者」を含めた地域のネット
ワークの構築を促す人材である

●地域の課題を抽出し解決に向けた取り組みを行っていくための事務局的な役割を
担っていく者である。

2022年第1回4部門合同研修会 木澤義之先生資料より抜粋



2022年第1回4部門合同研修会 江口惠子先生資料より転載

「実践！鹿児島医療圏における緩和ケアの地域連携～価値を共有し地域で支援する～」
社会医療法人博愛会 相良病院 顧問 江口 惠子先生



2022年第1回4部門合同研修会 江口惠子先生資料より転載



「がんかかりつけ施設としての関わり」 医療法人健幸会天辰病院 院長 天辰 仁彦先生

2022年第1回緩和ケア部門会 天辰仁彦先生資料より転載

2022年第1回緩和ケア部門会 天辰仁彦先生資料より転載

【現状】
連携が遅く、患者・家族の望む時間を
過ごすことができないケースがある

患者・家族の望むことが把握されない
まま、次の施設へ引き継がれることも…

【現状】
気軽に相談できる窓口がない

他施設と意見交換できる場がない



「地域医療における在宅医の、悩み」

医療法人浜友会きいれ浜田クリニック 院長 濵田 努先生

2022年第1回緩和ケア部門会 濵田努先生資料より転載

できるだけ患者のQOL の良い時期に

患者・家族が希望される療養場所への移行を
支援する体制が必要！！

2022年第1回緩和ケア部門会 濵田努先生資料より転載
2022年第1回緩和ケア部門会 濵田努先生資料より転載

早期・治療期から情報を共有できる
仕組み、医療者の意識、、、



2022年第1回緩和ケア部門会 吉本理加先生資料より転載

「地域における緩和連携の課題」～出水市の現状～
在宅看護センターNicolor 緩和ケア認定看護師 吉本 理加先生



【連携体制の整備について】
・困った時にすぐに相談できる窓口などの体制つくり、顔の見える連携が出来たらよい。
・治療医が地域の先生方にどのような情報提供をしているのか見直す必要がある。
・地域で頑張っている先生方と連携して在宅医療を推進したい。
・在宅医療機関と連携していくための体制つくり（連携シートの活用、オンラインカンファレンス
の仕組み作り）
・県全体でがんに関する地域包括ケアに取り組む話し合いの場を持つことが必要である。
・協働することによりできることの幅が広がる。皆で乗り越える強みもあると思う。

【拠点病院と地域施設との情報共有について】
・在宅医療施設と病院間でオンラインでのカンファレンスを行っている施設もあるが、 ごく
一部にとどまっている。もっと実施していきたいが、患者の個人情報をどのように扱うか
システム上の問題を解決しなければならない。
・一部ではあるが拠点病院がオンラインでのカンファレンスを行っていることを周知させる
必要がある。

【緩和ケアの質向上の取り組みについて】
・地域の緩和ケアの質向上のために研修会の開催や相談を受けられる体制を取りたい。
・療養型施設や訪問看護ステーション等が何に困っているか、アンケートを行い現状を把握
して対応につなげる。
・医師会と協力し、地域緩和ケアの強化のため、療養型施設や訪問看護ステーション等へ
緩和ケア部門会、研修会等への参加案内をした方がよい。

意見交換・部門会終了後アンケートのご意見のまとめ
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２．アドバンス・ケア・プランニング（ACP）
推進に向けて

～ＡＣＰとは～
患者・家族・医療従事者の話し合いを通じて、患者の価値観を明らかにし、
これからの治療・ケアの目標や選好を明確にするプロセス



かごしまACP推進プロジェクト

2019年 鹿児島県「医療・ケアの意思決定支援プロセス事業」

2019年8月、鹿児島ACP推進プロジェクト委員会発足
委員長：鹿児島大学病院腫瘍センター長 上野真一教授

委 員：鹿児島県医師会、鹿児島大学病院、がん診療連携医療機関、

在宅療養・介護機関、 地域包括支援センター有識者、

オブザーバー（鹿児島県）

事務局：相良病院

これまでの取り組み：①県内医療従事者を対象にACPについてのアンケート調査

②本人の意向を尊重した意思決定のための相談員研修会

（Ｅ-FIELD及びE-FIELD・HOME研修、SICP研修）

③ACPのツールの作成（鹿児島ACP連携用紙）と活用推進

④ACP実装研究（がん患者のACP推進のための課題の

抽出とプログラムの構築）

参考：2021年第2回緩和ケア部門会 江口惠子先生資料





2022年度第1回4部門合同研修会 江口惠子先生資料より転載

鹿児島がん患者のACP実装プロジェクト
がん患者のACP推進のための課題の抽出とプログラムの構築

【テーマ】
「がん患者のACP推進の必

要なのかを明確にするため、
現状の課題を抽出する」

鹿児島県内のがん拠点病院
のがん治療医、緩和ケア医、
在宅医療に携わる医師、看
護師や薬剤師、MSWなどの
医療者（21施設77名）が集ま
り、ACPについてグループ
ワークを実施



まとめ

・「どこに住んでいても、誰でも、必要に応じて、適切に緩和ケアを受けられ
る」ようにするために、都道府県全体での取り組みが必要であり、鹿児島県
の実情を踏まえ、医療計画・地域包括ケアへアプローチする必要がある

・鹿児島緩和ケア地域連携会議や緩和ケア部門会など、連携のための組織や体
制は整っているが、拠点病院以外の地域施設（療養型施設や在宅医療・介護
施設、訪問看護ステーションなど）との連携のための体制づくりが求められ
ている

・連携のためのツール「鹿児島ACP連携用紙」の活用が一部の施設で始まっ
ており、ACP推進のため、鹿児島県全体で活用されるよう活用推進に積極
的に取り組んでいく必要がある

拠点病院の機能強化
今後の緩和ケア部門会での取り組み：各拠点
病院と地域施設との連携について、情報を共
有・ディスカッションし、活動強化につなげる

ご協力、よろしくお願いいたします！！

地域との連携・支援

鹿児島大学病院緩和ケアセンターHPからでもダウンロードできるよう準備中！
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